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13. 資料編 
 13-1 関連計画 

 13-1-1 熊本県景観計画・景観条例 

① 概要 

熊本県では、⼀定の⼤規模⾏為について、県全体を届出対象区域としていることから、県全域を景観計画
区域（既に景観⾏政団体及び⾃主
条例市町村の範囲は除く）とし、
景観形成地域、特定施設届出地区
を設定しています。 

 
 
 
 
 

② 景観形成地域 

熊本県では、県⼟の景観形成上重要な地域として、次の 3 地域を景観形成地域と位置付けています。 
①熊本空港周辺景観形成地域 
②天草景観形成地域 
③⽔俣・芦北景観形成地域 

当区域では、建築物等の新築・増設・改築・⾊彩の変更等は、景観法第 16 条第 1 項の規定に基づく「届出
対象⾏為」となります。それぞれの景観形成地域において、景観形成基準が定められています。 

 

③ 特定施設届出地区（指定道路） 

熊本県では、建築物等が集積し、⼜は集積するおそれのある区域のうち、景観形成を図る必要がある幹線
道路の沿道の区域を特定施設届出地区に定めています。 

当区域内での特定施設※の新築・増設・改築・⾊彩の変更等は、景観法第 16 条第 1 項の規定に基づく「届
出対象⾏為」となります。当区域にて、景観形成基準が定められています。 

※特定施設：パチンコ店、ゲームセンター、ガソリンスタンド、飲食店、スーパー、物販店、ホテル、広告

塔、広告板、太陽光発電施設等 

 

 

 

景観形成の 

基本目標 

○ 熊本らしい個性ある豊かな景観を守り育てる 
○ 緑豊かな潤いのある快適な景観を創る 

景観形成の 

基本的観点 

○ ⾃然との調和 
○ 歴史との調和 
○ ユニバーサルデザインの視点 

景観形成の 

方策 

○ 景観形成の誘導・推進 
○ 景観形成に関する合意の形成 
○ 景観形成活動の促進 

■法第 16 条第 1 項の規定に基づく届出対象行為 

（建築物等の新築等、木材の伐採、屋外における土石等の堆積、鉱物の採掘等、土地の区画形質の変更） 

■熊本県景観条例第 7 条第 2 項の規定に基づく届出対象行為 

（建築物等の撤去、自動販売機の設置、広告物の設置等） 

[熊本県景観計画における基本目標・観点・方策] 
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④ ⼤規模⾏為 
熊本県では、県全域（景観⾏政団体及び⾃主条例市町村の範囲を除く）を景観計画区域とし、⼀定の⼤規

模⾏為は届出対象⾏為となっており、これらの当該⾏為について景観形成基準が定められています。 

[届出対象行為（抜粋）] 

■法第 16 条第 1 項の規定に基づく届出対象行為 

（建築物、工作物、柵及び塀、地形の外観の変更を伴う鉱物の掘採及び土石の採取等） 

■熊本県景観条例第 7 条第 2 項の規定に基づく届出対象行為 

（建築物の撤去、工作物の撤去、柵及び塀の撤去） 

※上記の届出対象行為それぞれにおいて、規模が定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[熊本県景観計画地域・地区概要図] 
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 13-1-2 熊本県屋外広告物条例 

熊本県では条例により屋外広告物の許可制度を設け、必要な規制を⾏っています。 

① 屋外広告物の種類 

常時⼜は⼀定の期間継続して、屋外で公衆に店舗等の所在を知らせるためや宣伝のために掲出される広告
物をすべて対象としています（広告物が設置される敷地や建物の所有は問いません）。広告板・広告塔（建
植広告）、屋上広告、壁⾯広告、突出広告、看板、⽴看板、はり紙、はり札、のぼり、アドバルーンなどが
これにあたります。また、⽂字だけでなく、会社のシンボルマークなど、絵画的なものも含みます。 

[屋外広告物の種類] 

 

② 禁⽌地域 

 原則として、屋外広告物の掲出ができない地域です（下表）。 
風致地区、景観地区（都市計画法）、第 1 種低層住居専用地域、第 2 種低層住居専用地域、国立公園、国定

公園、県立自然公園、道路等の沿線で知事が指定する区域、古墳、墓地、社寺、教会、火葬場等、官公署、

学校、図書館、公民館、博物館、美術館、記念館、体育館、公衆便所等 
 
 ただし、⾃家⽤広告物においては、広告物の種類による個別基準に適合し、かつ以下のとおり、表⽰⾯積
が総量規制内であれば、許可を受けて掲出できます。また、道標、案内図版についても、個別基準に適合す
れば、許可を受けて掲出できます。 

第 1 種禁止地域 2 ㎡超〜10 ㎡以内（但し 1 表⽰⾯は 5 ㎡以内） 
第 2 種禁止地域 5 ㎡超〜15 ㎡以内 
第 3 種禁止地域 5 ㎡超〜50 ㎡以内 
第 4 種禁止地域 制限なし 

※1 種 2 ㎡以内、2・3 種 5 ㎡以内、4 種 10 ㎡以内の自家用広告物については、許可は不要 
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③ 許可地域 

許可地域では、「表⽰⾯積の合計が 10 ㎡を超える⾃家⽤広告物」
「すべての⼀般広告物（⾃家⽤以外）」において、広告物の種類によ
る個別基準に適合し、かつ右表の総量規制の範囲内であれば、許可を
受けて掲出できます。 

 [熊本県屋外広告物条例規制概要図（玉名市周辺を拡大）]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

禁⽌地域、許可地域を問わず、次の広告物は許可を受けずに掲出できます。 
1） 自己管理用広告物（1 団の土地又は 1 物件につき 1 ㎡以内） 

2） 冠婚葬祭又は祭礼のため一時的に表示する広告物 

3） 講演会・展覧会・音楽会等のため会場の敷地に掲出する広告物 

4） 電車又は自動車に表示される広告物で、次の基準に適合するもの 

①自動車等の所有者が自己の名称、事業内容を表示するものに限る 

②その他の広告は、電車は車体の各面における表示面積が当該車体の各面の面積の 10％以内、路線

バス・自動車は車体の前面、後面及び両側面における表示面積の合計が当該車体の前面、後面及

び両側面の面積の合計の 6％以内 

5） 人・動物又は車両（電車又は自動車を除く）・船舶等に表示される広告物 

6） 地方公共団体が設置する公共掲示板に表示する広告物 

7） 公職選挙法による選挙活動のため使用するポスター 

8） 工事現場の仮囲い等に表示される広告物で、工事期間中に限り、かつ宣伝の用でないもの 

9） 法令の規定により表示する広告物 

10） 奉仕広告で基準に適合するもの…1 物件につき 0.5 ㎡以内、1 個まで 

  

第 1 種許可地域 50 ㎡以内 
第 2 種許可地域 100 ㎡以内 
第 3 種許可地域 制限なし 
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 13-1-3 ⽟名市総合計画（概要） 

 第 2 次⽟名市総合計画（平成 29 年度〜令和 8 年度）で基本構想を定めており、⽟名市総合計画後期基本
計画では、「景観まちづくりの推進」を主要施策として位置付けています。 
 

〔基本構想〕 
将来像 ⼈と⾃然が輝き やさしさと笑顔にあふれるまち ⽟名 
基本⽬標 ①⾃然と暮らしを守る ふるさとづくり 

②⼈と⽂化を育む 地域づくり 
③賑わいと活⼒ある 産業づくり 
④便利で快適な 都市づくり 

⑤健康で安⼼な 福祉づくり 
⑥公平で誇りの持てる 社会づくり 
⑦健全な⾏政運営 

⽬標⼈⼝ 令和 8 年の⽬標⼈⼝：62,000 ⼈ 
⼟地利⽤ 
⽅針 

■市街地ゾーン 
国道 208 号と JR ⿅児島本線に囲まれた区域ならびに県道⻑洲⽟名線沿いの区域は、本

市の中⼼的な市街地を形成すべきゾーンであり、住宅、商業、サービス業、教育・⽂化、
業務などの都市的機能の整備を重点的に進める「市街地ゾーン」として位置づけます。 

特に、⽟名駅周辺や、⽟名市役所本庁舎周辺、旧⽟名市役所周辺、新⽟名駅周辺につい
ては、市⺠⽣活を⽀える各種公共公益サービスが集積した本市の「中⼼拠点」及び「交通
拠点」として、各種機能の維持・集積・強化を図ります。 

■⽥園ゾーン（農業・集落地区） 
本市の基幹産業である農業の振興を進めると同時に、豊かな⾃然環境や美しい⽥園景観

の形成などにも寄与している区域として保全を図りながら、「市街地ゾーン」へのアクセ
ス性・⽣活利便性を⾼めます。 

■中⼭間ゾーン（森林地区） 
豊かな⾃然資源や歴史的資産の宝庫であるとともに、特に天⽔地区における熊ノ岳・三

ノ岳の丘陵地は、全国でもトップクラスの⽣産量を誇るみかんの産地です。 
また、⽔源のかん養、地球温暖化防⽌など多⾯的機能を有することから、森林の多⾯的

機能を活かした保全と整備及び中⼭間地域の農業振興を重点的に進める「中⼭間ゾーン」
として位置づけ、現在の豊かな⾃然・歴史資源の保全・活⽤を図るほか、⽟名らしい景観
形成への活⽤、休息やレクリエーションの場としての活⽤を図ります。 

■臨海ゾーン（有明海及び海岸部） 
本市南部の有明海沿岸部については、有明海の⾃然を活⽤した⽔産業及び臨海レクリエ

ーションの振興を進める「臨海ゾーン」として位置づけ、漁場の保全と整備を進め、海苔
やアサリなどの⽔産業の振興を推進する場としての活⽤を図ります。さらに、地域団体と
連携し、有明海の景観を活かしたレクリエーションや観光漁業などの振興に繋げます。 
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[後期基本計画] 

景観まちづくりの推進 
現状と課題 地域特有の⾃然や歴史を背景として、先⼈たちの営みによって育まれた魅⼒的な景観資源

を有しています。地域の特性を⽣かしたより良い景観形成のためには、市⺠がこれを学び、
意識し、誇りを持って⾃ら語っていくための仕組みをつくる必要があります。 

また、良好な景観形成に向けて、⾏政、市⺠、事業者などが、景観形成の⽬標を共有し、
連携を図るとともに、⽟名市らしい景観の独⾃性、歴史、⽂化を受け継ぎ、活⽤していく担
い⼿を確保する必要があります。 

主要施策 （1）情緒的な景観をみせる場づくり 
・⽟名らしい、魅⼒的な景観を伝えるため、景観資源が持つ特⻑や独⾃性、歴史、⽂化等

の背景を捉えた情緒ある演出に取り組むなど、戦略的に魅せる景観づくりを推進しま
す。また、⾒せたい景観を的確に⾒てもらうため、眺望点等の掘り起こしを⾏います。 

・積極的に景観誘導を⾏い、効果的な景観形成を図るため、『⽟名市景観計画』に基づき、
景観まちづくりの熟度に合わせた景観形成基準を設定します。 

（2）景観まちづくりに取り組む担い⼿づくり 
・脈々と受け継がれてきた⽟名らしい景観を後世に残し、良好な景観形成を進めるため、

景観まちづくりに携わる担い⼿を育成し、連携を強化するとともに、市⺠が暮らしの中
で景観づくりに取り組んでいけるよう⽀援します。 

（3）景観に対する意識づくり 
・良好な景観形成には、市⺠⼀⼈⼀⼈が景観に興味、関⼼を持ち、「景観を良くしよう」と

する意識を持つことが重要です。景観づくりの意義や重要性のほか、景観資源やその資
源の歴史的・⽂化的背景の情報を発信することで、市⺠が⽟名の景観の価値を認識し、
誇りを持てるよう取組を推進します。 

⽬標指標 「景観まちづくりの推進」施策の市⺠満⾜度 
現状値（R3 年度）：6.7％ 
⽬標値（R8 年度）：13.2％ 
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 13-1-4 ⽟名市都市計画マスタープラン 

① 都市計画マスタープランの構成 

『⽟名市都市計画マスタープラン』（令和 5 年 3 ⽉改定）の構成は以下となっており、本市の現況やまちづ
くりの課題等を整理した「都市の現状と課題」、まちづくりの理念と⽬標、基本⽅針、将来都市構造等を設定
した「基本構想」、分野別に都市計画の基本的な⽅針を定めた「分野別まちづくり⽅針」、地域別のまちづく
りについて設定した「地域別構想」、計画の実現に向けた⽅策をまとめた「実現化⽅策」で構成します。 

[都市計画マスタープランの構成] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１ 都市の現状と課題 

●本市の概要  

●本市を取り巻く社会・経済動向  

●上位・関連計画 

●市民意向  

●都市づくりの課題 等 

２ 基本構想 

●都市づくりの理念と目標 

●基本方針 

基本方針１ 各拠点の形成やネットワークの確保による持続可能な都市づくり 

基本方針２ 計画的な都市施設等の維持管理、防災強化等による安全で、暮らしやすい

都市づくり 

基本方針３ 地域資源を活用した産業の育成や雇用の創出、観光振興の基盤となる都

市づくり 

基本方針４ 自然と共存した都市づくり 

●将来都市構造 等 

３ 分野別まちづくり方針 

土地利用、拠点形成、都市施設等整備、自然環境保全、景観形成、 

安全・安心のまちづくり、福祉のまちづくり 

４ 地域別構想 

北部（月瀬、石貫、三ツ川）、中部（玉名町、築山、玉名） 

西部（滑石、睦合、大野、高道、鍋）、東部（伊倉、八嘉、小田、梅林） 

南部（豊水、大浜、横島）、南東部（玉水、小天、小天東） 

５ 実現化方策 
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 13-1-5 将来都市構造 

「やま・まち・さと・うみ」の個性と魅⼒を⽣かし、⽬指すべき都市づくりの理念を踏まえて、将来の都
市構造について、以下のように⽰しています。 

[将来都市構造] 
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 13-1-6 景観形成に関する⽅針 

景観形成の⽅針については以下の通りです。 
 

基本⽅針 菊池川の恩恵を受け発展してきた農業や、菊池川の⽔運を活かして栄えた商業、
良質な温泉、広⼤な⼲拓地、⼭の資源や丘陵地を活かしたみかん畑や⽯垣、古墳⽂
化など、⾃然の恵みや歴史に裏付けられた特徴的な景観がたくさんあります。 

こうした景観は、訪れる度に良さを実感していく、『味わい深い』魅⼒があり、本
市の特徴、⽟名らしさとなっています。 

菊池川が育んだ本市の特徴的で⽟名らしい景観の価値を⾼め、未来へつなぐため、
市⺠が景観について興味や関⼼、問題意識をもって景観を『育て』、⾃信を持って、
⽟名の景観を『かたる』ことがとても⼤切です。 

このことから、⾏政と市⺠が協働して、魅⼒的な景観を後世に引き継いでいくた
めに景観形成、景観保全を推進します。 

具体的⽅針 （1）『関わる』『感じる』景観まちづくり 
〇景観イベントの実施や⼤学との連携、眺望点の整理等を通じて、景観に関⼼・

意欲のある市⺠、団体の景観まちづくり活動への参加を促進します。 
（2）『守る・育む』景観まちづくり 

〇⼩岱⼭や有明海をはじめ本市を貫く菊池川、また江⼾時代からの⼲拓⼯事に
よって築かれた広⼤な農地など、豊かで美しい⽂化的景観や⾃然的景観を多
数有していることから、これらの景観の保全を推進します。 

〇⼤規模建築物や太陽光発電施設は、施設⾃体が周辺の景観に⼤きな影響を及
ぼす可能性があることから、新規の⽴地にあたっては、それぞれの地域の景
観に配慮するよう、⼀定のルールに基づいた⽴地を促進します。 

（3）『住みたくなる』『歩きたくなる』景観まちづくり 
〇⽟名の景観を守り育むための⾏動・活動を、住みたくなる、歩きたくなるま

ちの創出につなげるため、歴史的な景観、まちなみの修景や、サイン整備を
進めます。 

〇⾼瀬・裏川地区などの歴史的町並みが残る地区や、周辺整備が予定されてい
る新⽟名駅周辺地区、主要な幹線道路沿道では、地区の歴史や⾵景を鑑みて、
建物の形態、⾊彩、看板などに配慮した街並み景観の形成を推進します。 

〇さらなる修景整備や安全性の向上を図るべき路線については、併せて電線類
の地中化を促進します。 

（3）『語ることができる』『訪れる』景観まちづくり 
〇景観・歴史を語り伝える⼈材の育成や景観資源・景観まちづくり等の情報発

信をすすめ、市⺠が景観まちづくりに対して、⼀層、興味・関⼼・意欲を持
てるように努めます。 
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 13-1-7 ⾼瀬南部地区地区計画 

本市では、⾼瀬南部地区にて地区計画を定めており、区域の整備・開発及び保全の⽅針（地区計画の⽬標、
⼟地利⽤の⽅針、建築物等の整備の⽅針）、地区整備計画（建築物の⽤途の制限、壁⾯の位置の制限、建築物
の形態⼜は意匠の制限、その他⼯作物の制限）を規定しています。 

特に景観に関係する建築物の形態⼜は意匠の制限では、「建築物の屋根及び外壁等⼜は⼯作物は、歴史ある
商店街として美観を損なうような⾊彩⼜は装飾を⽤いてはならない。」と定めています。 
 

■地区計画区域及び地区整備計画区域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 13-1-8 ⽟名市⾼瀬地区景観形成住⺠協定 

 江⼾・明治期の古⺠家が集まる⽟名市⾼瀬地区の
まちなみを保存するため「⽟名市⾼瀬地区景観形成
住⺠協定」がまとめられ、平成 20 年 10 ⽉ 17 ⽇に
県から認定を受けました。 

当地区では、⾼瀬地区を活性化させようと懇談会
を開催し、崇城⼤学の学⽣や本市職員を交えて意⾒
交換し、まちなみ保存のための⾃主的な統⼀基準と
して住⺠協定が作成されました。 

協定は建築物を⽊造 2 階建てとし、壁はしっくい
や⽊で仕上げることを規定。屋根を⽡ぶきにし、⾃
動販売機や看板は軒先より内側に設置することな
どを明記しています。 
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 13-1-9 ⽟名市⽂化振興基本計画（抜粋） 

■文化財の維持管理 

地域の⽂化財は地域で守るというのが⽂化財保護の理念です。 
⽂化財保護の責任は⼀義的に所有者⼜は管理者等にあり、指定した国や県、市はこれを⽀援する責務を負

っています。そのため、⽂化財保護法や⽂化財保護条例では指定等の措置を定めると共に、⽂化財の所有者
や管理者等への補助制度を設けて、必要な⽀援を⾏っています。 

⽇常の維持管理を担う市⺠団体等や個⼈の所有者へは、市からの業務委託や維持管理に伴い必要と認めら
れる補助⾦交付などに加え、技術的な助⾔、指導など必要な⽀援を充実させて、適切な保存と所有者や管理
者の負担軽減を図っていくこととします。 

 
■景観保全と一体的な文化財の維持管理 

本市は、景観法に基づく景観計画を策定し、地域毎の特徴的な景観の形成と保全を図っていくこととして
います。⽂化財保護条例においても⽂化的景観について定めており、すでに⽂化庁の報告に含まれているハ
ゼ並⽊や有明海の⼲潟などの景観もあります。今後策定される景観計画の中での位置付けを図っていくこと
とします。また、⽂化財周辺については、開発⾏為などに先⽴ち、関係各課による情報共有など、連携を図
っていく必要があります。 

 
 
 

  

石貫ナギノ横穴群 

青木磨崖梵字群 

実山展望公園からの景観～天水の蜜柑畑と横島の干拓地 
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 13-1-10 ⽟名市⽂化財保護条例（抜粋） 

第 6 章 ⽂化的景観 
（⽂化的景観の選定） 

第 49 条 教育委員会は、市の区域内に存する⽂化的景観（法第 134 条第 1 項の規定により重要⽂化的景観
に選定されたものを除く。）のうち市にとって重要なものを⽟名市選定重要⽂化的景観として選定するこ
とができる。 

2 前項の規定による選定には、第 4 条第 2 項から第 5 項までの規定を準⽤する。 
3 教育委員会は、重要⽂化的景観の選定をしようとする場合において、その選定に係る地域が景観の保全の

⾒地から価値が⾼く、かつ、広範囲にわたるものであるときは、市⻑の意⾒を聴かなければならない。 
（解除） 

第 50 条 教育委員会は、重要⽂化的景観がその価値を失った場合その他特殊の事由があるときは、その選定
を解除することができる。 

2 市選定重要⽂化的景観について、法第 134 条第 1 項の規定による選定があったときは、当該市選定重要
⽂化的景観の選定は、解除されたものとする。 

3 第 1 項の規定による指定の解除には、第 5 条第 2 項の規定を、前項の場合には、第 5 条第 4 項の規定を
準⽤する。 
（現状変更等の制限） 

第 51 条 市選定重要⽂化的景観に関しその現状を変更し、⼜はその保存に影響を及ぼす⾏為をしようとす
るときは、教育委員会の許可を受けなければならない。ただし、現状変更については維持の措置⼜は⾮常
災害のために必要な応急措置を執る場合、保存に影響を及ぼす⾏為については影響の軽微である場合は、
この限りではない。 

2 前項ただし書に規定する維持の措置の範囲は、教育委員会規則で定める。 
3 第 1 項の規定による許可を与える場合には、第 15 条第 3 項及び第 4 項の規定を準⽤する。 
4 市は、第 1 項の許可を受けることができなかったことにより、⼜は前項で準⽤する第 15 条第 3 項の許可

の条件を付せられたことによって損失を受けた者に対しては、その通常⽣じるべき損失を補償する。 
（準⽤規定） 

第 52 条 第 6 条から第 8 条まで、第 10 条から第 14 条まで、第 16 条、第 20 条、第 21 条第 1 項及び第
43 条並びに第 44 条の規定は、市選定重要⽂化的景観について準⽤する。 
 

附 則 
（検討） 

7 教育委員会は、景観法（平成 16 年法律第 110 号）の規定に基づき、良好な景観の形成に係る制度につい

て市が所要の措置を講じた場合において、この条例の実施状況、保護すべき⽂化的景観の状況等を勘案し、

⽂化的景観の保護に係る制度について検討を加え、その結果に基づいて所要の措置を講じるものとする。 
（平 19 条例 21・旧第 6 項繰下） 
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 13-1-11 都市計画・関連法令 

①  都市計画区域・⽤途地域 

都市計画区域及び⽤途地域は、⽟名地域と岱明地域の⼀部に指定されています。 

[都市計画図] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

⽟名都市計画区域 

［出典：H28 都市計画基礎調査］ 
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 13-1-12  法適⽤状況 

 本市は⾏政区域の 9 割以上を農業振興地域が占めています。また、県⽴指定公園として、市北部の⼩岱⼭
県⽴⾃然公園、市南東部の⾦峰⼭県⽴⾃然公園が指定されています。 

[法適用状況] 

 
  

［出典：H28 年都市計画基礎調査、国⼟数値情報ダウンロードサービス］ 
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 13-2 住⺠意向 
 13-2-1 アンケート調査 

実施概要は以下の通りです。 

  
 
1）⽟名市における景観の現状 
 アンケート調査結果から、本市における景観の現状は次の通りです。 

※平成 25 年度に実施した同様のアンケート結果を合わせて⽰します。 
 

 まちなみや⾃然の景観について、ふだんから気になる⼈は 24.0％となっています。平成 25 年度の前回
調査よりもその割合はやや減っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 本市の景観について、「⾃慢できる景観である（⼀部含む）」が 52.6％である⼀⽅で、「⾃慢できる景観はあまりな

い」や「全く⾃慢できる景観ではない」は 33.9％あります。また、「景観について考えたことがない」は 11.3％
でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項⽬ 内    容 
調査対象 18 歳以上の市⺠、2,000 ⼈ 
調査⽅法 郵送による配布、郵送による回収（web による回答も可とした。） 

調査実施期間 令和 3 年 6 ⽉中旬〜令和 3 年 7 ⽉ 16 ⽇（⾦） 
回答数(回答率) 回答数：821 (回答率：41.1％) 

■ふだんから景観を気にしているか 

■玉名市の景観の印象 
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 本市のまちなみや⾃然の⾵景は、平成 23（2011）年頃と⽐べると、「良くなった」「少し良くなった」は
42.3％であり、「変わらない」が 34.2％、「悪くなった」「少し悪くなった」は 9.6％となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 良い景観は「平野に広がる⽥園⾵景」が前回調査と同様に最も多く、過半数の 52.4％です。次いで多か
ったのは「庭先や道路沿道が草花で彩られたまちなみ」「⼭並みへの眺望を配慮した⾵景」であり、⾃然
豊かな景観を良いと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■玉名市の「良い景観」と感じているもの 

■玉名市のまちなみや自然の風景 
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 ⼀⽅で、悪い景観と感じているのは「空き地・空き家(⽼朽家屋を含む) 、耕作放棄地が⽬⽴つ」が前回
調査と同様に最も多く、72.8％です。次いで多かったのは「電柱や電線が⽬⽴つ」「⼭や⽥畑などの⾃然
景観にそぐわない⼈⼯的な構造物（看板や太陽光発電施設 

 等）がある」となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■玉名市の「悪い景観」と感じているもの 
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 良好な景観づくりに向けて、守り育てるべき重要な場所として多かったのは、「蛇ヶ⾕公園（さくら・つつじ）」
「裏川⽔際緑地(花しょうぶ・⽯橋・⽯垣含む)」「⽟名温泉街のまちなみ」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■玉名市の良好な景観づくりに向けて、守り育てるべき重要な場所 
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 ⽟名らしい景観として多かったのは、「市内を雄⼤に貫く菊池川」「情緒豊かな温泉街」「広⼤な⽥園⾵景」
です。菊池川や⽥園の⾃然景観、温泉街を⽟名らしい景観と感じています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■あなたが思う玉名らしい景観 
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2）⽟名らしい良好な景観づくりの今後の⽅向性について 
 良好な景観を守り育てるために必要な取組として、「公共施設（道路、河川、建物など）整備、質の向上

を図る」「街路樹・花などによる道路等の緑化を進める」「重要な地区を指定して、その地域にあった取
組を重点的に進める」が多くなっています。 

 
 
 

 

  

■良好な景観を守り育てるために必要だと思う取組 
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 13-3 景観づくり交流会 

① 令和 3 年度第 1 回 景観づくり交流会［イチオシ景観 PR ⼤会、⽟名かるた⼤会、グループワーク］ 

日時 令和 3 年 11 ⽉ 3 ⽇(祝) 9：30〜12：00 

テーマ 

参加者によるイチオシ景観の紹介と⽟名かるたの体験を切り⼝とし、⽟名の景観にまつわ
るエピソード等を各⾃で紹介しあう。 

また、エピソードや想いを共有することを通し、景観(まちづくり)が普段の⽣活に直結し
ていることを再認識する。 

■ミニ講演「かたろう︕景観まちづくり」 
 熊本県⽴⼤学の柴⽥⽒より、まちの景観が実際の暮らしや活動の中から⽣ま
れ、育まれるものであることが紹介されました。併せて、“景観まちづくり”は
⾏政と市⺠が協働し、楽しみながら進めていくことが重要であること等の講演
がありました。 
 
■私の⽟名「イチオシ︕景観」PR ⼤会 

各参加者が写真に切り取った⽟名の「イチオシ！景観」を PR し、それぞれ
が思う⽟名らしさや、その魅⼒を発信しました。また、参加者による投票で最
も⽟名らしさや魅⼒ある作品が選ばれました。 
 

■「⽟名かるた」⼤会︕ 
 ⽟名かるたの紹介、ルールとゲーム進⾏の説明ののち、グループに分かれて
体験会を⾏いました。絵札の解説も⾏われるなど、ゲーム以外の場⾯でも盛り
上がりを⾒せました。 
 
■グループワーク︓あなたも「⽟名かるた」プロデューサー 
 ⽟名かるたをもっと知ってもらうために、PR 企画やキャッチフレーズ等に
ついて語り合いました。 
 
 
 

＜各グループの発表＞ 

 1 2 3 4 

PR 

企画 

玉名に生まれた住む

方に向けてＰＲ 

一定期間ごとに写真を

リニューアルする 

玉名かるた大会 

スタンプラリー 

みんなが「わかる」玉名

かるたのための絵札を

増やして小学校でかる

た大会を開催する 

キャッ

チフレ

ーズ 

かるたにかたる 

たまな再発見 

知らない玉名があるか

もしれない（くまモン

はおらんよ） 

うたおう  

かたろう  

「玉名かるた」 

かるたは語る  

玉名の文化 
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② 令和 3 年度第 2 回景観づくり交流会［景観バスツアー（伊倉地区、⼤浜地区）］ 

日時 令和 4 年 6 ⽉ 26 ⽇（⽇） 13：00〜17：00 

テーマ 

「景観バスツアー」として、伊倉地区と⼤浜地区をまち歩きし、参加者がペアになって、
それぞれの地区の「〇」（良いところ）と「×」（残念なところ）を探す。 

そして、みんなで集めた「〇」(良いところ)と「×」(残念なところ)を写真と共に共有し、
意⾒交換を⾏う。 

 
■伊倉地区、⼤浜地区のまちあるき 

・参加者でペア（年齢、所属等が異なるペア）を組んで、「〇」（良いところ）と「×」（残念なところ）を
探しながらまちあるきをする。 

・⾒つけた「〇」と「×」は、スマホで撮影し、ワークシート、マップに記⼊する。 
 

 
 
 
 
 
■ワークショップ（久吉丸にて） 

・伊倉地区、⼤浜地区の「〇」と「×」を発表・
共有し、意⾒交換する。 

 
 
 

＜参加者による各地区の「○（良いところ）」（⼀部）＞ 
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③ 令和 4 年度第 1 回景観づくり交流会［イチオシ景観 PR ⼤会、グループワーク］ 

日時 令和 4 年 10 ⽉ 10 ⽇（⽉・祝） 15：00〜17：00 

テーマ 
これまでの「イチオシ景観」の取組や「⽟名かるた」を⽣かして、⽟名市をよりよくして

いくため、「イチオシ景観」を“広めたい派”と“深めたい派”に分かれて、議論する。 
 
■ミニ講演 かたろう︕景観まちづくり 〜広める・深める 「私の」から「みんなのイチオシ景観」へ〜 

熊本⼤学の⽥中⽒、熊本県⽴⼤学の柴⽥⽒の両⽒より、⽟名のイチオシ景観
を「深める」「広める」ための⽅法や重要なポイント等について、事例を交え
ながら、講演いただきました。 
  
 
■私の⽟名「イチオシ︕景観」PR ⼤会 

各参加者が写真に切り取った⽟名の「イチオ
シ！景観」を PR し、それぞれが思う⽟名らしさ
や、その魅⼒を発信しました。また、参加者によ
る投票で最も⽟名らしさや魅⼒ある作品が選ばれ
ました。 
 

■グループワーク 「広めたい︖深めたい︖わたしができる景観づくり」 
 「イチオシ景観」を“広めたい派”と“深めたい派”
に分かれて意⾒を出し合い、「①私たちは○○をし
ます。②なぜならば○○だからです。③そうする
とこんな⽟名になります。」という形にまとめ、発
表を⾏いました。 
 

＜各班の発表＞ 

広める班 1 ①わたしたちは「パークゴルフをします」 
②なぜなら「健康と友だち作りの為」 
③これができたら「友だちから友だちへ⽟名の良い所を知ってもらう！」 

広める班 2 ①わたしたちは「活動を“紙”媒体で広めます」 
②なぜなら「かるたがある・よく⾒る」からです 
③これができたら「多世代で⽟名のよさを知ってもらえます」 

広める班 3 ①わたしたちは「かるた⼤会をして仲間を増やします」 
②なぜなら「⽟名かるたの仲間を広めたい」からです 
③これができたら「知った⼈が⽟名に来て⼈の交流ができ、まち歩きで外の⼈も住ん

でいる⼈もより⽟名を分かるようになります」 
深める班 1 ①わたしたちは「かるたの場所めぐりをします」 

②なぜなら「かるた 1 枚 1 枚を理解したい」からです 
③これができたら「バージョンを増やしていきます」 

深める班 2 ①わたしたちは「博物館を⾝近な存在」します」 
②なぜなら「⽟名のことがよくわかる」からです 
③これができたら「⽟名のことをもっとちゃんと知って⽟名をもっと好きになりま

す」 
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④ 令和 4 年度第 2 回 景観づくり交流会［イチオシ景観 PR ⼤会、グループワーク］ 

日時 令和 4 年 11 ⽉ 27 ⽇（⽇） 14：00〜16：00 

テーマ 

既に地域において個⼈や団体で実践している「景観まちづくり活動」や第 3 回⽬の景観交 
流会以降実践してみた活動をＰＲしてもらうことで、広く周知し、市⺠の認知や協⼒者の 
発掘につなげる。 

 
■「⽟名らしい景観まちづくり活動ＰＲ⼤会」 
 個⼈や団体が実践する景観まちづくり活動について、広く周知し、市
⺠の認知や協⼒者の発掘、課題の共有等につなげることを⽬的に、景観
まちづくり活動に取り組む 6 団体が、活動内容や成果、課題について発
表を⾏いました。 
   
 
 
 
 

 
 

■グループワーク「〝私たちの〟⽟名かるたバージョンアップ⼤作戦」 
 ⽟名の魅⼒的な景観及び景観まちづくり活動を広め、深めていくために、⽟名かるたのバージョンアップ
としてグループワークを⾏いました。これまでのイチオシ景観応募等の写真から、グループで 1 枚選び、そ
れを⽟名かるたの絵札として読み句を考えました。 

＜当⽇各グループで考えた新しい読み句＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

当⽇発表の 6 団体 
1 伊倉まちづくり委員会 
2 菊池川つくしの会 
3 菊池川おおかわの会 
4 ⽟名の⾃然、景観、⾵物詩 
5 開⽥区 
6 横島町⽂化財保存顕彰会 
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平成 28 年 9 ⽉ 策定 
令和 5 年 3 ⽉ 改定 
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